
新処理施設整備における基本方針の設定（案） 

第１節 施設整備における基本的な考え方

１．構成市町における上位計画の整理  

施設整備方針の検討に当たっては、上位計画に当たる構成市町の総合計画、環境基本

計画及び一般廃棄物処理基本計画を考慮する必要がある。 

（１）笠間市の上位計画
笠間市における総合計画、環境基本計画及び一般廃棄物処理基本計画の概要を示す

と以下のとおりである。また、計画施設の整備に関連するキーワードとしては、以下

が挙げられる。 

表１ 笠間市第２次総合計画将来ビジョン（平成29年３月） 

 

２ 第２次笠間市環境基本計画（令和３年３月見直し） 

 

将来像 文化交流都市 笠間　～未来への挑戦～

まちづくりの基本方針

➀安全・安心で快適な質の高い生活ができるまちづくり
➁多様な産業が育ち、成長する活力あるまちづくり
➂人が集い、賑わう、多様な魅力あるまちづくり

施策の大綱

都市基盤　：①活発な交流と拠点機能の強化により活力あふれるまちをつくります
➁快適で安らぎに満ちた、住みよいまちをつくります

生活環境　：➀安全・安心に暮らし続けることができるまちをつくります
➁豊かな自然と環境を守り、美しいまちをつくります

健康・福祉：➀子どもを産み育てやすい環境を整えます
➁だれもが健やかに生活できる保健・医療体制を整えます
➂相互に支えあい、優しさと心が通いあう地域をつくります

産業 ：➀新たな活力の創造と力を生かせる環境を整えます
➁地域の誇りに満ちた活力ある産業をつくります

教育・文化：➀未来を拓く子どもを育みます
➁心身ともに健やかな人を育み、生涯にわたり学習できる環境を整えます

地域づくり：多様な主体が力を発揮し、つながり、暮らし続けることができる地域をつくります
自治体運営：スリムで効率的な自治体運営をめざします

目指す将来の環境像 豊かな自然との共生　水と緑の里　かさま

環境目標

➀田園風景が美しく豊かな自然環境
➁自然と文化が調和した快適環境
➂住み心地がよく健やかな生活環境
➃資源を有効活用する循環型社会
➄地球温暖化防止へ貢献する社会
➅共に考え自ら行動する各主体によるパートナーシップ

重点事業

自然共生プロジェクト：
➀かさまの自然環境調査　➁かさまの自然再生　➂生物多様性保全推進
すみよいまちづくりプロジェクト：
➀かさま環境美化里親制度普及　➁マナー向上推進
資源循環型まちづくりプロジェクト：
➀リデュース・リユースの推進　➁リサイクル促進
ストップ温暖化プロジェクト：
➀かさまの森林推進　➁環境にやさしい交通推進　➂市民の主体的な温暖化対策促進　等
環境学習・環境保全活動促進プロジェクト：
➀主体的な環境教育促進　➁市民環境学習促進　➂市民環境活動促進　等
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表３ 笠間市一般廃棄物処理基本計画（令和５年３月見直し） 

表４ 計画施設の整備に関連するキーワード 

 

➀自然共生
➁すみよいまちづくり
➂資源循環型まちづくり
➃ストップ温暖化
➄災害対策

施設整備に関連する
キーワード

生活排水処理に係る
理念

快適な生活環境とより豊かな水環境

生活排水処理施設
整備の基本方針

➀地域の特性に応じた適切な生活排水処理施設を整備するとともに、その普及率の向上に努めます
➁し尿、浄化槽汚泥及び農業集落排水施設汚泥は、し尿処理施設で処理します

生活排水処理施設の
整備

し尿、浄化槽汚泥及び農業集落排水施設汚泥の処理
本市では、筑北環境衛生組合及び茨城地方広域環境事務組合が管理・運営するし尿処理施設で処理
してきましたが、現在、茨城町と共同で新たな組合の設立に向けて協議を進めています。
将来にわたり安定して安全に処理が継続できるよう、新たな組合で実施する整備計画を進め効率的
な処理体制を構築します。

災害対策

災害により発生した廃棄物は、一般廃棄物として「茨城県災害廃棄物処理計画（平成29年２
月）」、「市町村災害廃棄物処理計画策定指針（平成29年２月）」及び「笠間市地域防災計画（令
和３年２月）」に基づく「笠間市災害廃棄物処理計画（令和2年6月）」により、生活環境保全及び
公衆衛生上支障のない方法で迅速に、かつ現有の人員、機材及び処理施設で対応することを基本と
します。特に甚大な被害の場合は、県、他市町村及び廃棄物関係団体に対し応援を求め、緊急事態
に対処します。
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（２）茨城町
茨城町における総合計画、環境基本計画及び一般廃棄物処理基本計画の概要を示す

と以下のとおりである。また、計画施設の整備に関連するキーワードとしては、以下

が挙げられる。 

表５ 茨城町第６次総合計画後期基本計画（令和５年３月） 

 

 

表６ 茨城町第２次環境基本計画（令和５年３月） 

 

 

 

 

表７ 茨城町一般廃棄物処理基本計画（令和２年３月改訂） 

 

 

表８ 計画施設の整備に関連するキーワード 

施設整備に関連する
キーワード

➀自然・やすらぎ
➁快適・安全
➂脱炭素・エネルギー

将来像 三世代が共に輝く元気交流空間　夢と希望を未来へつなぐまち

まちづくりの基本理念

➀住むことを誇れるまちづくり
➁人が行き交うまちづくり
➂協働のまちづくり

分野目標

➀健やかでやさしい健康・福祉のまち
➁快適で安全・安心な生活環境のまち
➂次代を担う人を育む教育・文化のまち
➃活力と交流あふれる元気産業のまち
➄未来への生活基盤が整ったまち
➅みんなの力でつくる自立したまち

環境将来像 自然を愛し　人も生きものも安らげるまち　いばらき

基本目標と施策の方向

基本目標　：自然・やすらぎ　～生きものが四季を伝え、子どもたちが自然に学ぶまち～
施策の方向：①生物多様性の保全　➁人と自然との共生　➂歴史と文化の保全
基本目標　：快適・安全　～人の輪で、未来につなげる住みよいまち～
施策の方向：➀きれいな空気と静かな環境の確保　➁清らかな水の確保　➂安全・安心な暮らしの確保
基本目標　：脱炭素・エネルギー　～地域のちからが循環し、未来へ躍進し続けるまち～
施策の方向：➀５R の推進　➁環境美化の推進　➂脱炭素に向けた計画の推進

基本理念
（生活排水処理基本計画） 涸沼の清らかな水辺環境の保全

基本方針
（生活排水処理基本計画）

➀計画的な公共下水道事業の推進
➁合併処理浄化槽の普及促進
➂生活排水の発生源の対策

生活排水の施策体系

収集・運搬・中間処理・最終処分計画
➀収集・運搬区域
➁許可業者への指導
➂適正処理の推進
➃施設の延命化の検討および更新
➄安全で安定した最終処分
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２．し尿処理施設に求められる事項  

（１）脱炭素社会への貢献
脱炭素社会とは、温室効果ガスの排出が実質ゼロとなる社会のことである。温室

効果ガスである二酸化炭素等は、地球温暖化の原因と考えられている。二酸化炭素

等の排出量を可能な限り減らし、脱炭素社会を実現することが、地球環境を守るた

めに重要な課題となっている。 

地球温暖化対策の推進に関する法律（平成10年10月9日法律第117号）では、令和

32年までのカーボンニュートラル実現が基本理念として明記され、廃棄物処理を担

う市町村等に対して「自らの事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の量の削減等

のための措置を講ずる」ことが責務として定められている。 

施設整備に当たっては、温室効果ガスの排出の抑制等に資する設備等を選択する

よう努めるとともに、できる限り温室効果ガスの排出量を少なくする方法で使用す

るよう努めることが求められている。 

（２）施設の強靭化
強靭な施設とは強くてしなやかな施設

．．．．．．．．．．
であり、「災害に強いハード面の強さ」はもと

より、「被災した際の影響が最小限で、対応・復旧が速やかに行えるしなやかさ」を併

せ持っている施設である。近年、大地震や風水害等による大規模自然災害が多発する傾

向にあり、これら自然災害に備えたインフラ整備が喫緊の課題となっている。大規模災

害等でインフラが麻痺した場合、最も深刻な課題は衛生問題といわれている。計画施設

は衛生的な生活環境を保持するのに必要不可欠である。大規模災害時においても、し尿

を含めた生活排水の処理が機能不全とならないような対策が求められ、「災害に強い強

固さ」及び「被災時におけるしなやかさ」を有した施設とする。 

（３）関係法令の遵守
施設整備に当たっては様々な規制、基準等を遵守する必要がある。当然ながら、

本施設整備においても「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「茨城県生活環境の

保全等に関する条例」等、関連法令に準拠した施設整備とすることが必要である。 

（４）周辺環境に配慮した施設整備
対外的に好印象を提供することは、処理施設を運営する時に留意しなければなら

ない事項のひとつである。 

施設整備に当たっては建物が汚物処理施設のイメージを与えないこと、良好な水

質等を安定して排出し公害防止に努めていること、住民が排出するし尿等を制限す

ることなく処理できること等に配慮する必要がある。 
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本組合の施設整備においても、周辺環境との調和を図り、住民に親しまれやすい

施設とすることが望まれる。 

（５）経済的な施設整備
施設を運営する際に、経済性は重要な要素である。設備装置は、定期的な点検、

整備等を繰り返し、更新となるが、短期的な対応がかえって不経済となる可能性も

ある。施設整備に当たっては、施設建設費（イニシャルコスト）だけでなく、施設

稼動後の維持管理費（ランニングコスト）や大規模改修費用等、施設のライフサイ

クルコストを意識し、施設の長寿命化を見据え、全体的、長期的な視点から、施設

整備を考える必要がある。 

計画施設の整備においては、経済面や管理運営面での合理性と効率性を重視した

整備内容とする。 

（６）労働安全を考慮した施設整備
処理施設は、対外的にも内部職員に対しても安全な存在でなければならない。

本組合の施設整備においても、快適な作業環境の確保及び能率的な日常作業や維

持管理等に十分配慮することが求められる。 

第２節 基本方針の設定

構成市町の上位計画及びし尿処理施設に求められる事項に基づき、以下のとおり施

設整備の基本方針を掲げる。 

表９ 施設整備基本方針 

内容

1
循環型社会を形成し脱炭素化を促進する施設
➀圏域から発生するし尿等を処理・資源化し、循環型社会形成に寄与する施設とする
➁省エネルギー・省薬品化等を図り、脱炭素化を促進する施設とする

2
災害に対して強靭性を有する施設
「災害に強いハード面の強さ」と「被災した際の影響が最小限で、対応・復旧が速やかに行えるしな
やかさ」を有した施設とする

3

周辺環境に配慮した施設
➀放流水、臭気、騒音及び振動等に対する規制基準やその他の関係法令等を遵守することで環境負荷
を極力低減し、自然環境と共存する施設とする
➁汚物処理施設というイメージを与えない建物とし、周辺環境との調和を図り、住民に親しまれやす
い施設とする

4
経済的・効率性に配慮した施設
経済面や管理運営面での合理性と効率性を重視した施設とする

5
労働安全性を考慮した施設
➀快適な作業環境を確保できるよう十分な安全対策を講じた施設とする
➁能率的な日常作業や維持管理等に十分配慮し、自動化・集中管理を基本とした施設とする
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